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〓庭儀・稚児行列〓 

育
て
る
・
作
る
・
い
た
だ
く
こ
と
を
体
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す
る
中
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『
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だ
き
ま
す
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た
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』
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ま

す
。 

 

～
令
和
５
年
７
月
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ら
の
活
動
予
定
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７
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16

日
（
日
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日
（
火
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分
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ど
も
盆
灯
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・
紙
芝
居
、
法
話
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デ
オ
の
上
映
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提
灯
奉
灯
な
ど
を
行
い
ま
す
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当
日
参
加
歓
迎
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９
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日
（
日
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日
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芋
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ブ
ロ
ッ
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17
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日
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落
ち
葉
拾
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 【
参
加
費
】
１
家
族
１
回 １

，
０
０
０
円 

（
＊
初
回
無
料
） 

【
活
動
時
間
】

10

時
～

12

時
頃 

【
場
所
】 

東
山
浄
苑
東
本
願
寺
内 

菜
園
等 

 

＊
畑
の
活
動
内
容
は
、
天
候
や
作
物
の
成

長
状
態
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。 

＊
雨
天
等
で
畑
の
活
動
が
困
難
な
場
合

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
掛
軸
つ
く
り
な
ど
、
屋
内

で
の
企
画
を
行
い
ま
す
。 

 
  

祝賀会申し込みご案内 

【参加費】20,000 円（講演会と晩餐） 

※帰敬式受式者・仏恩報謝団・安心講員・相続講終身会員は 15,000 円 

【定  員】300 名 ※定員になり次第〆切 

【会 場】ウェスティン都ホテル京都 

【申込〆切】8 月 31 日（木） 

【連絡先】higashiyamajouen2023@gmail.com 

 TEL 075-551-0505 

FAX 075-551-0506 

 

※同封の振込用紙もご覧ください 

お稚児さん大募集！ 

【スケジュール】 
09：00 受付開始 
10：30 稚児巡行・法要 
11：30 ファミリーコンサート 

※スキップ楽団による愉快なコンサートをご家族でお楽しみ下さい 

     お楽しみ阿弥陀くじ ※限定２０名様に豪華景品あり！ 

【対象／定員】満 3～12 歳 ／ 限定 100 名 

【参加冥加金】１万円（稚児一人、衣裳代込） 

【申 込 〆 切】9 月 10 日（日） 
 
＊当日は京都駅前からのシャトルバスがございます。 
申し込みについては右記二次元バーコードをご覧ください → 

秋の京都で 
可愛い 

お稚児さんに 
なりませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

親
子
仏
法
の
集
い 

～
仏
法
に
親
し
も
う 

土
に
親
し
も
う
～ 

  

                    〓当派僧侶・門徒各授与式〓 
 

 

 

〓祝賀会〓 

  

〓慶讃会逮夜・晨朝・日中法要〓 

10/7 

10/９ 

10/８ 

（土） 

（月・祝） 

（日） 

10：30～ 

逮夜 14：00～ 

晨朝 09：00～ 

日中 11：00～ 

10：30～ 

各種法要と共に、壇籍者の皆様にもご参加いただける行事がございます。 
ぜひこの慶事を機縁にお参りください。 

全国から当派僧侶・当派門徒・当苑壇籍者一同が当苑に参集し、過去 50 年の間で当派・当苑に功績のあった方を表彰するとともに、

位を授与する授与式を執り行います。この慶事を祝いに家族揃ってお越しください。 

 

半世紀に一度しか勤まることがない慶讃会法要。 

この慶讃会法要では皆さまからご寄進の特別法名札を本堂に 

荘厳し、一昼夜に亘り法要が勤まります。本堂外陣を埋め尽く

さんばかりの僧侶の読経を参詣できる 

のはこの日だけ。 

ぜひ、特別法名札ご寄進と皆様の 

ご参詣を心待ちにしております。 

庭儀とは寺院での大きな法会において衆

僧が本堂の周り・庭を行列することです。 

一般から募集する稚児と、全国から参集

する僧侶が列となり、浄苑境内を練り歩き

この慶事をお祝いいたします。連綿と受け

継がれる庭儀・稚児行列の迫力を体感して

ください。 

午後にはご家族でお楽しみいただけるイ

ベントもございます（右記参照）。 

 

親
子
仏
法
の
集
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の
申
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書
（
総
合
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付
）
ま
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お
気
軽
に
お
電
話
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７
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17

時
／
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休
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特別法名札 奉納 奉納懇志:3,000 円 

 

古来、経典を 100 巻写す際に、区切りとして１巻は 

紺色の紙に金泥で写経をしたと言われています。 

850 年、800 年、50 年という区切りを迎えた年に、 

紺紙金泥の法名札を奉納し、慶事を祝いましょう。 

奉納された特別法名札は慶讃会期間中、本堂にて 

荘厳されます。また、結願日中法要（10 月 9 日）後、 

奉納者は特別に本堂後堂（裏手）に入堂を許可し、直接 

ご本尊のお足元（須弥壇）に 

お参りできます。 
 

お申し込みに関しまして、 
詳しくは同封の振込用紙を 
ご覧ください。 

 
 

10/９ 
（月・祝） （土） 

10/7 

特
別
法
名
札
・
祝
賀
会
は
同
封
の
振
込
用
紙
で 

お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

尚
、
重
複
お
申
し
込
み
を
避
け
る
為
、 

振
込
用
紙
の
控
え
は
大
切
に
保
管
下
さ
い
。 

10/８ 
（日） 

「一百巻書写すに金泥を施すは其の一巻也」 

 

「日本に魅せられて」講師 ナザレンコ・アンドリー氏 
 

日本文化に魅せられ、『古事記』をウクライナ語に翻訳・出版。 

「日本はウクライナと同じ道を辿っている」と感じたナザレンコさんにより

文化を守る、国を守ることの大切さについてご講演いただきます。祝宴では、

食を通して慶事をお祝いいたします。 

当苑壇籍者の皆様と共にお祝いいたしたく、ご参加をお待ちしております。 

16：00 受付開始 
16：30 開演（19：30終了予定） 

豪華景品例 


